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人 口 調 べ

( 昭和48年9 月1 日現在)
世 帯　193, 595
男　307, 215
女　297, 529
計　604, 744
(前月より211人減)

教育 センター完成まじか

来春オープン

充実する教育事業

i
和
の
と
れ
た
往
み
よ
い
足
立
区
お
建
設
を
め
ざ
し
た
「
足
立
区
長
期
基
本
計
画
」
が
、
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

計
画
の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
足
立
区
教
育
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
』
が
、
ま
も
な
く
完
成
す
る
は
こ
ぴ
と
な
り
、
来
春
に
予
定
さ
れ
て
い
る

オープン
めざして
、今その串備が急がれて
おります
。も

うし
ばらくお待ちください
。

昨年七月に着工したこの
教育セ

ン
ターは
、足
立区北都の
中心地で

ある竹の塚に建設されて
います
。

内
都には
、区
内で初めての
大型プ

ラ
ネタリウムや先生方の研
究に利

用で
きる各租施設
、教育相談室な

どが股置されます
。

所
在
地
は
、
竹
の
塚
二
丁
目
二
五
番
ニ
ー
号
(
区
役
所
第
十
六
出
張
所
と
な

り
)
で
、
竹
の
赧
駅
か
ら
歩
い
て
五
分
で
す
か
ら
交
通
の
便
に
め
ぐ
ま
れ
た
と

こ
ろにあります
。

蒹物の規模は
、鉄骨・
鉄筋コ
ン

クリート造り地下一
階・
地上五
階

建て
、延床面
積約五千平方㍍
、工

事費は約四億七千万円で
す
。

施股内容の
概要は
、次の
とおり

で
す
。

□
地下一
階

教青相
談関係各室
/電気・
機械

室
/宿直室

□一
階教育センター管理事務室
/教育

相岐事穆室
/教育相談関係各室
/

ロビー
/展示コ
ーナー

□二階展示
ホ
ー
ル
/
視
聴
覚
兼
V
T
R
室
(
定
員
百
五
十
六
名
)

□三階・
四
階

実
験
室
(
三
室
・
定
員
百
四
十
四
名
)

/
実
験
準
備
室
/
教
育
機
器
室
(
定
員
四
十
(
名
)
/
会
議
室

□五階プラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
(
定
員
二
百
三
十
名
)

区で
初めての大型プラネ
タリウ

ムは
、直径十五㍍のドームに季節

に応じた星座を写しだし
、リ
クラ

イニン
グシー
トで
ゆったりと楽し

く見学するこ
とがで
きます。児童

や生徒のほかに、一
般の方にも公

開する予定で
すので、区民のみ
な

さんに
も親しんでい
ただけるこ
と

でし
ょう。

開館準備を急ぐ教育センター休耕農地の利用

苗木栽培農家を募集

都市化
がすすみ、
緑が咸って
き

てい
る今日、緑の保護・回復をは
か

るこ
とがより重要に
なって
いま
す

か、区ではこのほ
ど区内の
農家に

お願いして、
休耕地で苗木を栽培

していただくこ
とにしました。こ

れによって三年後、
大きく育っ
た

苗木を区民に配
布し
、家庭や施設

などに植えてもらい
、区内の
緑化

に役立てようという
計画です。

こ
れは、一
方では緑地としての

農地の
保存と、
栽培農家の
育成を

もはかるという一
石二
鳥、三
鳥の

効果をも期待したものです。

苗木栽培を手がけてみようと思

う農家の万々
は、次の要領で
お申

込みください。

申込み要領は次のと
匐りで
す。

対象者は、区
内の不
耕作地また

は不
耕作地となるおそれのある土

地の
所有者で
自作地であるこ
と。

一
戸あたり十ア
ール以上が対象
。

内容は
、区
が購入した苗木を植

付け
、三年間育成のうえ
、区へ
引

き渡します
が
、この間
、廡肥
、除

草
、薬剤敵布などを適宜行なって

いただきます
。

申込みは
、農協を通じて
行ない

審査の
うえ
、十一
件の農家に委託

をお願いする予定で
す
。

委託料は
、年二回の
報告にもと

づき
、樹種毎に定められた金額を

支払います
。

苗
木
の
種
類
は
、
貝
塚
い
ぶ
き
、
ね
ず
み
も
ち
、
つ
つ
じ
類
、
つ
ぱ
き
類
、

い
ち
ょ
う
(
区
の
木
)
で
す
。

昨今は
、苗木の買
占めまで
が伝

えられてい
ます
。手
間があまりか

から
ず
、効率よい事業として
、苗

木栽培の
仕事を手がけてみるの
も

よいでし
ょう
。ぜひ
意欲をもって

申込んで
ください
。

問い合わせは区役所緑化係へ
ど

うぞ
。苗木を配布

さつき・つつじなど

都
内
を
少
し
で
も
緑
に
し
よ
う
と
、
都
か
ら
苗
木
が
千
三
百
本
配
ら
れ
ま

す
の
で
、
希
望
者
は
往
復
は
が
き
で
十
月
八
日
(
消
印
の
日
付
)
ま
で
に
お
申

込みください
。《料金は無料
>

■
苗
木
の
種
類
、
本
数
、
高
さ

さつ
き
I三百本・
三十り㍍

言柳一
三百本・一
㍍

つ
うじ
I四百本・
四十五り㍍

もっこ
く
I二百本・
六十り㍍

■配布期日

十
一
月
一
日
(
木
)
午
後
三
時
?
四
時
三
十
分

■
受取場所

区
役
所
本
庁
舎
(
足
立
区
千
住
一
一
五
〇
)
ま
た
は
第
二
庁
舎
(
足
立

区
梅
田
七
-
三
三
-
七
)

■
はがきの記入方法と申込み先

住
儻
の
ウ
ラ
に
希
望
す
る
苗
木
の
種
類
と
受
取
場
所
そ
れ
に
あ
な
た
の
往
所
、

氏
名
を
記
入
す
る
ほ
か
、
返
償
の
オ
モ
テ
に
も
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
・
郵
便

番
号
を
記
入
し
、
〒
匸
一
〇
足
立
区
千
往
一
-
五
〇
足
立
区
役
所
環
境
課
あ
て

お
送
り
く
だ
さ
い
。
〈
返
俾
の
ウ
ラ
は
何
も
I
か
な
い
で
く
だ
さ
い
)

※
申
込
み
は
】
世
帯
一
通
(
―
本
)
に
限
り
ま
す
。
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

せんで決定し
ます
。

空地の除草を

空地に雑草が繁っています
。

とくに
、キリン
草から散らばる

花粉は
、人体に悪い影響を与え

ます
。また冬になれ
ば
、雑草は

繁茂し
たまま枯れて燃
え
や
す

く
、火災の大き

な要因
と
も
な

り
、例年雑草繁

茂地に隣接する

家々
には大変な

迷惑で
す
。

現
在
、
区
で
は
こ
れ
ら
の
雑
草
繁
茂
地
に
対
し
て
、
定
期
的
に
巡
回
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
な
っ
て
お
り
、
そ
の
所
有
者
に
は
(
ガ
キ
や
一
話
な
ど

で
、強く除草を呼びかけ
。多く

の
ご協力をいただいています
。

その
ほか自主的に協力していた

だいている所有者の方
も多く
、

草刈事業の
実施当初から見て
、

随分適正
管理地

が増えて
いると

はいえますが
、

いまだ敵在する

雑草繁茂地は数

知
れ
ず
広
か
っ
て
い
る
現
状
で
す
。
区
内
に
危
険
な
雑
草
繁
茂
地
を
所

有
(
管
理
)
さ
れ
る
方
々
は
、
一
日
も
早
く
そ
の
空
地
を
適
正
管
理
さ
れ

るよう
ご協力ください
。

休日診療の方法が

変わります

日
曜
日
や
祝
日
な
ど
の
休
診
日
に
お
け
る
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
医
療
不
安
を

な
く
す
た
め
に
、
七
月
か
ら
九
月
末
ま
で
、
各
医
療
機
関
が
当
番
制
で
実
施
し

て
い
ま
し
た
休
日
診
療
は
、
区
医
師
会
と
区
の
協
議
に
よ
り
、
恒
久
的
な
施
策

と
し
て
休
日
診
療
所
を
開
設
し
。
十
月
七
日
(
第
一
日
曜
日
)
か
ら
診
療
を
は

じめるこ
とになりました
。

十月から実施される主な事項は

つ
きのとおりで
す
。

■
診療する場所

診療日ごとに場所がかわる当番

医制度をやめて
、区内三
か所に

休日診療所を新しく開般して診

療します
。

◎
千
住
休
日
診
療
所
(
千
住
仲
町
一
五

足
立
区
医
師
会
館
五
階
)

◎
綾
瀬
休
日
診
療
所
(
東
綾
瀬
一
丁
目
五
-
一
七
東
都
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

地
内
)

◎
竹
の
塚
休
日
診
家
所
(
竹
の
塚
二
丁
目
二
五
-
ニ
ー
教
育
セ
ン
タ
ー
一
階

東
側
)

■
診療を行なう日

日
曜
日
・
国
民
の
祝
日
・
国
民
の
祝
日
が
日
曜
日
の
場
合
の
翌
日
・
十
二

月
三
十
日
?
一
月
三
日

■
診療時間

各
診
療
所
と
も
午
前
十
時
?
午
後
四
時

■
診療する科目

内
科・
小児科の
急病思者の
応急

措置のみで
す

■
休日
診療所利用の
ご注意

◎
健
康
保
険
証
・
医
療
証
・
休
日
叉
診
票
(
医
療
扶
助
の
方
)
な
ど
は
お
忘

れなく持
参して
ください

◎内科・
小児科の
急病以外の方は

なるべく利用しないようにお願

いします

◎外科
、産科などの
患者や
、重病

人の
方は
救急病院をご利用くだ

さい
◎各休日
診療所と
も竜話を架設す

る予定で
すので
、架設で
き次第

お知らせし
ます

◎
く
わ
し
く
は
、
区
役
所
保
健
係
ま
た
は
足
立
区
医
師
会
(
　
(
(
一
-
九
(

六
一
)
へ
ど
う
ぞ

こ
の診療所方式は
、区民の皆さ

んの休診日
における医療不
安を
、

根本的に解消する目的の
ための一

環として
はじめられたもので
す
。

どうか
、じ
Iつ
ずに効率よくご利

用
くださるようお願いい
た
し
ま
r

。

千
住
休
日
診
療
所

綾
瀬
休
日
診
療
所竹の塚休日診療所

10月の区民福祉センター・児童館・老人館だより
□
東部区民福祉セン
タ
ー
　
六〇五一
七一
〇一

■
趣
味
の
教
室
美
容
体
操
教
室
五
日
(
金
)
・
十
石
(
木
)
午
前
十
時
定
員
各
五
十
名
文
彖
咏
一
一
<
奥
の
細
>
十
一
日
(

木
)
午
後
一
時
三
十
分
定
員
五
十
名
、
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
敏
一
<
《
ラ
ン
プ
シ
ヱ
>
十
一
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分
定

員
五
十
名
材
料
費
五
百
円
ヵ
・
タ
ー
・
鉄
筆
・
裁
ち
台
・
は
さ

み
持
参
手
芸
教
<
《
ペ
ア
バ
y
>
十
七
日
〈
水
)
午
後
一
時
定
員
五
十
名
材
料
費
千
五
百
円
か
ら
は
さ
み
・
目
打
持
参

■
老
人
無
料
健
康
相
談
十
七
日
(
水
)
午
後
}
時
三
十
分

■
第
五
回
セ
ン
タ
ー
文
化
祭
十
九
日
(
金
)
!
一
十
一
日
(
日
)
午
前
九
時
・

。・作品厩示・
茶
席など

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
(
(
九
-
一
四
(
四

■
お
年
寄
り
の
行
事
(
区
内
在
往
六
十
歳
以
上
の
方
)
生
花
教
童
五
日
(
金
)
・
十
九
日
(
金
)
午
後
二
時
定
員
各
二
十
名
五
日

午
前
九
時
か
ら
受
付
詩
吟
嗽
重
上
二
日
(
土
)
午
後
二
時
S
道
教
室
十
四
日
(
日
)
午
後
一
時
定
貝
二
十
名
茶
遭
教
室

十
六
日
(
火
)
午
後
一
時
定
員
二
十
名
無
料
健
康
相
談
十
七
日
(
水
)
午
後
}
時
三
十
分

■
子
ど
も
映
画
会
七
日
(
日
)
午
前
十
時
・
午
後
一
時
三
十
分
・

午
後
三
時
・
・
・
「
東
京
オ
リ
ン
ビ
'
ク
」
十―
I
百
(
土
)
午
後
一
時

三
十分・
午後三
時・
:「月の勳
きと変化」他

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
(
九
七
-
五
〇
一
六

■
お
年
寄
り
の
行
事
(
区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方
)
飜
び
歌
重
十
二
日
〈
金
)
●
十
九
日
(
金
)
午
前
十
時
三
十
分
無
料
健
康
相

談
十
六
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分

■
子
ど
も
映
画
会
七
日
(
日
)
・
・
―
「
つ
る
の
す
ご
も
り
」
十
四
日
(
日
)
・
・
・
「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
じ
ま
」
時
間
は
い
ず
れ

も午後二
時三十分

■
ら
く
や
き
十
三
日
(
土
)
午
後
二
時
三
十
分
定
員
二
十
名

■
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
六
日
(
土
)
・
二
十
日
(
土
)
午
後
二
時
三
十
分

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
(
(
二
-
二
七
六
五

■
お
年
寄
り
の
行
事
(
区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方
)
十
一
日
(
木
)
・
十
(
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分
無
料
健
康
相
談
十
六
日
(
火
)

午
後
一
時
三
十
分
蹣
り
の
教
寶
十
七
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分

■
卓
球
大
会
二
十
一
日
(
日
)
午
前
十
時
三
十
分
十
九
日
ま
で
に
申
込
を

■
子
ど
も
映
画
会
七
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
・
・
―
「
チ
ビ
デ
カ

物
語
」
マ
ン
ガ
映
画
大
会
十
四
日
(
日
)
午
前
十
時
三
十
分
・

午後一
時三十分・ム
タイガーマス
ク
」

【
各教室の申込みは
直接各セン
ター
事務室へ
】

<
各
セ
ン
タ
ー
と
も
教
材
費
を
明
記
し
て
い
な
い
教
室
は
無
料
で
す
>

□
西
伊
興
児
童
館
　
(
九
七
⊥
(
九
四
(

■
卓
球
教
室
七
日
(
日
)
午
後
二
時

■
卓
球
大
会
十
四
日
(
日
)
午
前
十
時
申
込
み
は
十
二
日
ま
で

□
新田児童館・
老人館
　
九二〒三四ニ
ー

■
映
画
会
七
日
(
日
)
午
後
一
時
―
一
罕
分
・
・
・
「
わ
ら
し
べ
長
重

■
卓
球
大
会
十
四
日
(
日
)
乍
前
十
時
申
込
み
は
七
日
ま
で

■
老
人
演
芸
会
十
三
日
(
土
)
午
後
二
時
・
。
・
民
謡
・
手
品
な
ど

■
老
人
将
棋
大
会
二
十
八
日
(
日
)
午
前
十
時
三
十
分
定
員
三
十
名
申
込
み
は
十
一
日
ま
で

<
各
施
設
と
匆
月
曙
日
・
祝
日
は
休
館
日
で
す
>

■ 区役所の電話882- 1111　 第二庁舎889- 6161　 足立福 祉事務所888- 3141　 中部福祉事務所889- 1481　 東部福祉事務所605- 7105　 西部福祉事務所897- 5011
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家
庭

働
く
人
の
健
康
診
断
を

実
施
し
ま
し
よ
う

十
月
七
日
ま
で
、
全
岡
労
働
衛
生

週
間
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
働
く
人
の
健
康
診
断
を
も
れ

な
く
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

事
業
場
に
雇
わ
れ
て
働
い
て
い
る

人
や
自
宅
で
家
内
労
働
に
従
事
し
て

い
る
人
も
無
康
を
守
る
た
め
に
、
定

期
的
な
健
康
珍
断
か
必
要
で
す
。

雇
用
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
労
働

賣
全
衛
生
法
に
よ
っ
て

、
事
業
主
に

健
康
診
断
の
実
施
義
務
か
あ
り
、
ま

た
、
家
内
労
働
者
に
つ
い
て
も
家
内

方
働
法
に
よ
っ
て
、
仕
事
の
委
託
者

が
そ
の
畷
助
に
男
め
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

有
害
業
務
従
事
者
の
特
殊
健
康
診

断
に
つ
い
て

区
内
に
は
、
履
物
製
造
業
、
吹
付

塗
装
業
な
ど
、
有
害
な
接
一
剤
や
シ

ン
ナ
ー
を
使
用
し
て
い
る
事
業
場
や

家
内
企
巣
が
多
敗
あ
り
ま
す

。
そ
こ

で
便
わ
れ
る
有
機
溶
剤
に
よ
っ
て
起

こ
る
職
業
病
を
予
防
す
る
た

め
に

は
、
溶
剤
の
発
敵
を
防
止
し
、
換
気

そ
良
く
す
る
な
ど
作
業
の
改
善
を
す

る
と
同
時
に
、
血
液
や
尿
の
検
査
な

ど
の
特
殊
健
康
診
断
を
行
な
う
こ
と

が
必
要
で
す
。

な
お
、
有
機
溶
剤
以
外
の
有
書
吻

質
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
質

に
応
じ
た
特
殊
健
康
診
断
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
殊
健
康
診
断
実
施
機
関

特
殊
健
康
診
断
は
、
次
の
機
関
で

専
門
的
に
取
り
扱
い
、
巣
団
健
診
等

も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

(
財
)
健
康
医
学
協
会

五
八
-
-
-
二
九
八
一

(
財
)
全
日
本
労
働
福
祉
協
会
　

七
八
=
〒
九
四
一
一

(
財
)
日
本
予
防
医
学
協
会
　
(

三
三
-
四
九
Ξ
四

特
殊
健
康
齢
断
の
費
用

右
の
健
診
機
関
を
利
用
し
て
集
団

健
診
を
受
け
る
場
合
の
費
用
は
、
哨

一
次
健
診
で
(
百
円
程
度
で
す
が
、

健
診
の
方
法
、
人
敵
な
ど
に
よ
っ
て

違
い
ま
す
の
で
、
各
健
診
機
関
と
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い

こ
と
は
、左
配
に
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

足
立
労
働
基
串
監
督
署
安
全
衛
生

係
(
千
住
河
原
町
五
　
(
(
二
-

一
一
(
七
)

定
期
予
防
接
種
の

お
知
ら
せ

コ
フ
テ
リ
ア
、百
日
せ
き
(
破

傷
風
)
混
合
」
、
「種
痘
」
、
「小

児
マ
ヒ
、生
ワ
ク
チ
ン
J
の
予
防
接

種
が
、十
月
十
一
目
(
木
)
か
ら
は

じ
ま
り
ま
す
。

該
当
す
る
方
に
は

○
予
防
接
種
の
種
類
と
対
象
者

○
実
施
月
日
、
受
付
時
間
及
び
会
場

○
接
種
す
る
前
と
後
の
注
憲

○
会
場
に
持
参
す
る
も
の

等
を
記
職
し
た
「
お
知
ら
せ

」
と
予

防
接
種
の
『
記
鐐
禀
・
問
診
禀
』ふ
。同

封
し
た
通
知
書
を
差
し
上
げ
ま
す
。

よ
く
お
晄
み
に
な
っ
て
か
ら
、
お

近
く
の
会
場
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
実
施
も
れ
に

な
っ
て
い
る
方
も
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
お
受
け
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
予
防
接
種
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
所
業
務
係
へ

足
立
保
健
所
　
一
8

40
)
五
一
四
一

千
住
保
健
所
　
{

8

8

8

)
四
二
七
七

足
立
区
医
師
会
　
88

1 )九
(

六

一

足
立の

史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
3
4
)

―
―
千
住
三
丁
目
か
い
わ
い
　
そ
の
三
―
―

勝
山
準
四
郎

番
動
交
代
で
千
佳
宿
を
通
る
大
名
は
五
十
牽
冢

で
あ
っ
た
が
、そ
の
行
列
の
人
数
で
一
番
多
か
っ

た
の
は
、何
と
囂
っ
て
も
仙
台
伊
達
家
の
(
百
余

名
で
あ
り
、少
か
っ
た
の
は
野
州
喜
連
川
家
の
九

十
余
名
(
全
国
最
少
)
で
あ
っ
た
。お
よ
そ
t
万
石

の
大
名
で
お
供
は
二
百
五
十
人
位
の
割
合
と
言
う

か
ら
、な
か
な
か
大
変
な
人
敵
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
殿
様
た
ち
か
宿
泊
す
る
場
合

は
、
も
ち
ろ
ん
本
陣
だ
け
で
は
間
に
合
わ

な
い
。
家
臣
た
ち
は
、
下
宿
(
し
も
や
ど
)

と
し
て
ほ
か
の
旅
籠
屋
を
使
っ
た
も
の
で

あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
行
列
の
泊
り
か
、
か

ち
令
っ
た
り
す
れ
ば
宿
内
総
旅
籠
屋
の
貸

切
り
も
起
こ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
も
っ
と

も
旅
籠
曩
に
す
れ
ば
こ
れ
が
御
用
旅
籠
と

言
っ
て
最
大
の
公
的
役
割
で
あ
っ
た
。

こ
の
御
用
旅
籠
を
つ
と
め
る
際
は
、
食
売
旅
n

屋
で
あ
っ
て
も
、
歌
舞
音
曲
は
す
べ
て
停
止
で

、

宿
内
全
休
か
ひ
っ
そ
り
と
静
ま
り
か
え
っ
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
ん
な
時
出
く
わ
し
た
百
姓
町
人

こ
そ
災
難
で
、
余
程
顔
な
じ
み
で
も
な
い
限
り
泊

り
は
お
こ
と
わ
り
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
例
の

「
膝
栗
毛
」の
弥
次
さ
ん
盲
太
(
が
小
由
原
宿
で
、

今
日
は
珍
ら
し
く
客
引
の
留
女
が
出
て
こ
な
い
と

い
ぶ
か
し
ん
で
い
る
と
、
そ
れ
が
こ
の
総
貸
切
り

と
あ
っ
て
途
方
に
く
れ
る
さ
ま
が
、
面
白
お
か
し

く
I
か
れ
て
い
る
か
、
お
そ
ら
く
当
時
の
実
状
を

描
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
明
治
元
年
十
月
三
日
会
庠
攻
よ
り
帰
還
の
薩

州
勢
着
、十
日
関
宿
内
滞
在
」(
永
野
家
記
録
)
を
最

後
に
こ
の
仰
々
し
い
行
列
の
送
迎
も
終
っ
た
。
正

式
に
本
陣
制
、
御
用
旅
籠
制
の
廃
止
に
な
っ
た
の

は
明
治
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。
尚
貨
客
輸
送
の
問

屋
制
、
助
郷
制
が
廃
止
に
な
っ
た
の
は
二
年
遅
れ

の
明
冶
五
年
で
、
こ
の
時
か
ら
千
住
宿
は
公
役
免

除
の
自
由
の
町
に
よ
み
が
え
っ
た
も
の
で
あ
る
。

さ
こ
の
本
陳
の
旧
道
を
は
さ
ん
だ
向
う
側

(
東
側
)
か
中
田
屋
で
あ
っ
た
。千
住
一
の
繁
栄
を
う

た
わ
れ
た
食
売
は
畑
後
で
あ
る
。そ
し
て
こ

の
中
田
屋
が
明
冶
天
皇
三
度
御
休
息
を
な
さ
れ
し

史
蹟
で
あ
る
。
そ
の
中
田
屋
も
す
で
に
無
い
が
、

御
使
用
の
憂
物
は
、
大
正
卜
四
年
か
ら
昭
和
三
十

三
年
ま
で
現
浅
川
医
院
の
一
郎
と
し
て
保
存
さ
れ

て
い
た
。
旧
佐
賀
藩
主
鍋
鳥
家
か
ら
押
領
の
建
物

で
数
奇
を
こ
ら
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

さ
て
第
一
回
の
お
立
番
り
は
明
冶
九
年
六
月
二

口
東
北
巡
幸
御
出
立
の
み
き
り
で
あ
る
。
初
の
地

万
巡
幸
と
あ
っ
て

、
国
を
挙
げ
て
の
盛
儀
の
よ
う

で
あ
っ
た
。当
日
は
九
時
半
壅
居
御
出
門
、

正
午
千
住
北
組
中
田
屋
(
横
尾
竜
助
)御
到

着
、
お
見
送
り
の
皇
后
様
と
昼
食
を
召
さ

れ
た
と
あ
る
が
、
そ
の
料
理
は
宿
内
の
魚

徳
が
奉
り
、
給
仕
は
宿
内
の
男
女
二
十
名

が
、
椈
花
椣
様
の
そ
ろ
い
の
ゆ
か
た
を
着

て
奉
仕
し
た
と
言
う
。(
注
、
詳
細
は
足

立
史
談
六
六
、
六
七
号
渡
辺
甚
之
助
氏
遺

硯
参
照
)

ま
た
第
二
回
は
明
冶
卜
四
年
七
月
三
十

日
東
北
、
北
海
道
御
巡
幸
御
出
立
の
際
と
、
十
月

抃
一
日
御
還
幸
の
節
で
あ
る
。
特
に
こ
の
御
出
発

の
時
に
は
壅
后
様
皇
太
后
様
お
そ
ろ
い
で
千
住
ま

で
御
見
送
り
に
御
出
に
な
っ
た
と
の
こ

と
で

あ

る
。
今
橋
の
小
路
を
歩
く
と
、
還
い
明
治
の
ざ
わ

め
き
が
聞
え
て
く
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら

な

い
。(

こ
の
項
つ
づ
く
)

現在のケンバン横丁

生
業
資
金
のご

利
用
を

区
で
は
、
生
業
賢
金
の
貸
付
け
を
次

の
要
領
で
行
な
い
ま
す
。

▼
貸
付
対
象

一
般
金
融
機
関
か
ら
融
賢
を
受
け
る

こ
と
が
困
難
で
、
貸
付
け
を
受
け
る

事
業
に
よ
っ
て
、
生
計
を
立
て
る
方
(

僅
民
税
が
お
お
む
ね
均
等
割
程
度

以
下
の
方
)
で
次
の
要
件
に
あ
て
は

ま
る
方

①
区
内
在
住
一
年
以
上

②
す
ぐ
に
事
業
が
始
め
ら
れ
る
こ
と

⑤
住
民
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

④
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ

と
▼
貸
付
条
件

□
貸
付
額
…
四
十
万
円
以
内
□
利

子
・
・
・
年
利
三
・
六
五
%
(
た
だ
し
、

す
え
一
期
間
は
無
利
子
)

□
賢
付

期
間
・・・
五
年
以
内
(
す
え
置
期
間
六

か
月
を
含
ひ
)

□
返
済
方
法
・・・六

か
月
す
え
置
後
、
毎
月
剖
賦
返
済

▼
貸
付
説
明
会

《
第
一
回
》
・・・十
月
(
日
(
月
)
午

前

十

時

《
第

二
回

》
・
・・
同

日
午

後

三

時

場
所
は
い
ず
れ
も
区
役
所
七
階
会
議

室
。
会
場
で
申
込
用
紙
を
配
付
し
ま

す
。税
明
会
に
出
席
で
き
な
い
方
は
、

直
接
区
役
所
二
階
援
護
係
へ
用
紙
の

購
求
を
。

▼
申
込
み
受
付
期
間

十
月
(
日
(
月
)
?
十
九
日
(
金
)

▼
受
付
窓
口

区
役
所
二
階
援
護
係

▼
貸
付
け
は

申
込
者
の
中
か
ら
、
審
査
の
う
え
、

十
二
月
一
日
頃
賢
金
を
交
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
援
護
係
へ

ど
う
ぞ
。

―10月1 日から―

燃料の基準値が
変 わりました

大
気
中
の
「
イ
オ

ウ
酸
化
物

」
を
減
少

さ
せ
る
た
め
燃
料
の

基
準
が
十
月
一
日
か

ら
下
表
の
通
り
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

該
当
工
鳩
は
新
し

い
基
準
に
適
合
す
る

よ
う
改
善
し
て
く
だ

さ
い
。

(
　
)
内
旧
I
準
倣
　
＊
新
し
く
設
け
ら
れ
た
基
準
値

遺
族
年
金

遺
族
給
付
金

の
受
給
者
現
状
届
を

―
今
年
か
ら
区
役
所
で
受
付
―

今
年
は
、
遺
族
年
金
・
遺
族
給
付
金

を
受
給
し
て
い
る
方
の
現
状
届
を
提
出

す
る
年
で
す
。
い
ま
ま
で
は
、
郵
便
局

へ
届
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た

が
、
今
年
か
ら
区
役
所
で
受
付
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た

。

受
給
し
て
い
る
方
は
、
次
の
期
日
ま

で
に
届
出
て
く
だ
さ
い
。
も
し
届
出
か

な
い
と
、
今
後
、
支
給
そ
停
止
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

遺
族
年
金
・・・
十
月
二
十
日
ま
で

遺
族
給
付
金
・・・
十
一
月
二
十
日
ま
で

く
わ
し
く
は
、
区
役
所
援
護
係
ま
で

ど
う
ぞ
。

部
落
問
題
の
理
解

の
た
め
に
(
2
3
)

部
落
開
放
運
動
の
歴
史
⑦

香
川
県
の
部
落
の
青
年
が
、
船
の

中
で
知
り
合
っ
た
女
性
と
紬
婚
の
約

凱
を
し
、女
性
の
借
金
を
返
す
た
め
、

溟
人
宅
で
敗
日
間
同
せ
い
し
金
策
に

あ
た
っ
た
が
、
女
性
の
父
親
は
こ
の

結
婚
に
反
対
し
、
誘
か
い
さ
れ
た
と

訴
え
た
。
高
松
地
方
裁
判
所
は
『
糟

婚
に
さ
い
し
て
は
自
分
の
身
分
や
職

業
を
相
手
に
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
』
の
に
、
被
告
は
都
落
民
で
あ

る
こ
と
を
か
く
し
「
相
手
を
だ
ま
し

て
誘
か
い
し
た
」
と
い
う
理
由
を
つ

け
、懲
役
一
年
の
判
決
を
く
だ
し
た
。

水
平
社
は
部
落
単
位
に
差
別
裁
判

糾
弾
委
貝
会
を
つ
く
り
、
全
国
的
な

連
動
を
展
開
し
た
。
九
州
か
ら
東
京

へ
向
う
高
松
差
別
裁
判
取
り
消
し
の

大
行
進
が
組
織
さ
れ
、
そ
の
代
表
は

司
法
大
臣
に
面
会
し
て
差
別
の
撤
廃

を
要
求
し
た
。

闘
い
の
結
果
、
都
落
の
青
年
は
仮

釈
放
、高
松
地
裁
の
関
係
者
は
退
職
、

転
任
な
ど
の
処
分
と
な
り
、
水
平
社

の
大
き
な
勝
利
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
一
九
三
三
年
、
日
本
が
大

き
く
軍
国
主
義
へ
と
傾
む
き
つ
つ
あ

っ
た
頃
の
闘
い
で
あ
る
。

(
郎
落
解
放
同
盟
足
立
支
都

(
(
四
-
三
七
(
五
)

地
域
地
区
改
定
第
二
次
都
案

1
0月
8
日
(
月
)
ま
で
建
築

課
(
区
本
庁
舎
三
階
)
で
縦

覧
し
て
い
ま
す
。

豊
か
な
く
ら
し
と

住
み
よ
い
社
会
を

つ
く
る
郵
便
貯
金

み
な
さ
ん
か
日
常
利
用
し
て
い
る
郵
便

貯
金
は
、
み
な
さ
ん
の
く
ら
し
に
関

係
の
深
い
病
院
、
学
校
、
住

宅
の
建

設
、
公
客
防
止
、
中
小
企
業
の
近
代
化

な
ど
、
み
な
さ
ん
の
身
近
か
な
生
活
の

充
央
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
郵

政
省
で
は
よ
り
い
っ
そ
う
く
ら
し
の
向

上
に
寄
与
す
る
た
め
、
「
豊
か
な
く
ら

し
と
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
郵
便
貯

金
奨
励
運
動
」
を
十
月
中
全
国
一
斉
に

行
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
期
間
中
に
次
の
懸
賞
募
集

を
行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

□
貯
金
に
関
す
る
コ
ン
ト
、
カ
ラ
ー
写

真(
1
)
賞
金
　
五
千
円
?
五
万
円

(
2
)
募
集
期
限
　
十
月
三
十
一
日

く
わ
し
く
は
、
も
よ
り
の
郵
便
局
へ

ど
う
ぞ
。

掲
示
板

■
愛
の
献
血
に

ご
協
力
を

皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、多
く
の
人

の
命
が
救
わ
れ
て
い
ま
す
。お
勤
め

卆
お
賈
物
の
帰
り
な
ど
に
お
立
ち
寄

り
の
う
え
、ご
協
力
く
だ
さ
い
。

献
血
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

時
間
は
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま

で
で
す
。(
休
け
い
時
間
・
・
‘
午
前

十
一
時
三
十
分
?
午
後
○
時
三
十

分
)

▽
十
月
六
日
(
土
)
粟
鳥
小

▽
十
月
十
一
日
(
木
)
竹
の
塚
駅
東
口

▽
十
月
十
三
日
(
土
)
本
木
小

▽
十
月
十
七
日
(
水
)
区
役
所
本
庁
舎

▽
十
月
二
十
九
日
(
月
)
五
反
野
小

▽
4
-
月
三
十
日
(
火
)
北
千
住
駅
西
口

■
青
年
文
化
教
室

区
青
年
館
で
は
、
次
の
よ
う
に
趣

味
と
実
益
を
か
ね
た
講
座
を
開
き
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
-
十
月
十
七
日
(
ホ
)
～
十
一

月
二
十
三
日
(
金
)
毎
週
水
・
金
曜

日
延
十
二
日
間
午
後
六
時
三
十
分
?

(
時
三
十
分

科
目
-
料
理
(
秋
の
お
惣
菜
)
・
手

芸
(
リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
)
・
水
彩
画

場
所
-
区
青
年
館
(
東
武
西
新
井
大

師
前
駅
下
車
)

受
請
料
-
無
料
(
但
し
、
教
材
費
は

実
費
負
担
)

参
加
資
格
-
区
内
在
住
・
在
動
の
十

六
歳
か
ら
二
十
五
歳
ま
で
の
勳
労
青
4
1

女
で
ふ
'爾
闃
眥
通
じ
三
分
の
二

以
上
出
席
可
能
な
方

申
込
み
は
、
十
月
六
日
(
土
)
午

前
九
時
か
ら
受
付
け
ま
す
の
で
、
直

接
、
区
青
年
館
　
(

九
〇
I
○
○
六

一
へ
ど
う
ぞ
(
各
科
と
も
定
員
五
十

名
に
成
り
次
第
締
切
り
ま
す
)

■
珠
算
競
技
大
会

青
少
年
の
健
全
育
成
の
一
つ
と
し

て
区
内
小
中
高
校
生
な
ら
ぴ
に
一
般

斉
年
を
対
象
と
し
て

、
技
能
教
育
の

向
上
を
は
か
る
と
と
も
に
、
日
本
古

采
の
珠
算
に
つ
い
て
の
理
解
と
普
及

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
な

っ
て
い
ま
す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
-
十
一
月
四
日
(
日
)
午
前
(

時
三
十
分

場
所
-
区
立
第
四
中
学
校
体
育
館

競
技
種
目
-
総
合
・
読
上
算
・
続
上

暗
鼻

参
加
資
格
-
区
内
在
住
・
在
学
・
在

勦
の
方

申
込
み
締
切
-
十
月
十
三
日
(
土
)

申
込
み
と
問
い
合
わ
せ
は
、
区
教

育
委
員
会
腎
少
年
區
へ
。

公
園
・
児
麗
遊
圜
の
遊
具
が

こ
わ
れ
て
い
た
ら
、
区
役
所

公
園
施
設
係
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
修
理
し
ま
す
。

■
児
童
手
当
金
を

振
込
み
ま
す

昭
和
四
十
八
年
十
月
(
六
・
七
・
(

・
九
月
分
)
支
給
の
児
童
手
当
金

は
、
十
月
十
二
日
に
あ
な
た
の
指
定

し
た
金
融
機
関
に
振
込
み
ま
す

の

で
、
お
受
取
り
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昭
和
四
十
(
年
度
児
童
手

当
現
況
屆
の
提
出
の
な
い
方
は
、
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
現
況
届
は
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
児
童
手

当
係
へ
ど
う
ぞ
。

■
敬
老
慰
安
大
会
へ

ど
う
ぞ

区
で
は
、
区
内
に
居
住
す
る
膺
七

十
七
歳
の
方
を
招
待
し

、
「
喜
寿
の

祝
」
を
記
念
し
て
、
次
の
よ
う
に
敬

老
慰
安
大
会
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
°
s
気
軽
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

日
時
-
卜
月
二
十
日
(
土
)

場
所
-
足
立
区
文
化
会
館

■
計
量
器
定
期
検
査

昭
和
四
十
(
年
度
計
隶
器
定
期
検

蚕
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。
商

店
な
ど
で
、
は
か
り
を
使
用
し
て
い

る
方
は
必
ら
す
受
け
ま
し
ょ
う
。

十
月
五
日
溯
江
小
/
八
日
洌
江
第
一

小
/
九
日
梅
鳥
第
一
小
/
十
一
～
十

三
日
本
木
小
/
十
五
～
十
七
日
第
九

中
/
十
(
～
十
九
日
弘
遭
小
/
二
十

日
綾
瀕
小
/

二
十
二
日
中
川
小
/
二

十
=
了

二
十
四
日
大
谷
田
小
/
二
十

五
日
中
央
卸
売
市
鳩
足
立
市
場

な
お
、
時
間
は
各
会
場
と
も
午
前

九
時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
は
区
役
所

商
工
係

へ
。

■
狂
犬
病
予
防
注
射

と
犬
の
登
録

区
と
足
立
・
千
住
保
健
所
及
ぴ
獣

医
師
会
で
は
、
十
月
八
日
か
ら
二
十

三
日
ま
で
の
間
、
今
年
度
二
回
目
の

狂
犬
病
予
防
注
射
と
犬
の
登
録
を
行

な
い
ま
す
。

飼
主
の
方
に
は
、
会
楊
・
日
程
籌

の
職
っ
た
通
知
一

を
差
し
上
げ
ま
す

の
で
、
お
近
く
の
会
場
で
ど
う
ぞ
。

登
録
料
三
百
円
(
四
十
(
年
度
假

録
を
し
て
い
る
方
は
不
必
要
)
注
射

手
数
料
三
百
円

注
射
済
証
六
十
円

な
お
、
当
日
犬
の
身
体
に
異
常
の

あ
る
鳩
合
は
、
会
鳩
で
申
出
て
く
だ

さ
い
。

間
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
保
健
葆

へ
ど
う
ぞ
。

■
文
化
祭
近
づ
く
!

第
二
十
三
回
足
立
区
文
化
祭
が
き

た
る
十
月
二
十
(
日
か
ら
十
一
月
末

日
ま
で
に
区
内
各
会
場
で
各
種
の
催

し
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
詳
細
は
次
回

の
お
知
ら
せ
で
掲
載
し
ま
す
。
問
い

合
せ
は
区
教
育
委
員
会
文
化
係
ま
で

■
身
体
陣
害
者

青
年
の
集
い

次
の
よ
う
に
行
な
い
ま
す
。
障
害

者
に
理
解
の
あ
る
女
性
の
お
申
込
み

を
お
待
ち
し
ま
す
。

日
時

十
一
月
四
日
(
日
)
午
前
十

時
か
ら

場
所
足
立
区
動
労
福
祉
会
館

申
込
期
限

十
月
二
十
日

申
込
場
所
福
祉
事
務
所
ま
た
は
会

長
宅
へ
(
　
(
(
三
-
三
七
五
四
)

お
礼

次
の
方
か
ら
多
額
の
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▽
青
英
賢
金
へ

吉
田
忠
次
郎
さ
ん

(
千
住
旭
町
一
七
上
O
)

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
す

十
月
十
八
日
(
木
)
か
ら
次
の
電
話
番
号
に

な
り
ま
す
。

八
八
九
-
四
六
六
一
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